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石西礁湖自然再生協議会について 
 
 平成 18 年２月、かつてのすばらしい石西礁湖のサンゴ礁を取り戻したいという思いをもった地

域の方々や団体、行政機関など多くの関係者により、石西礁湖自然再生協議会が自然再生推進法

に基づき設立されました。 

 

 

石西礁湖自然再生を進めていくためには、「多様な主体の参加と連携」、「情報共有」、「長期的

な取り組み」といったことが必要です。このため、自然再生推進法第８条に基づき協議会を

設置するものです。 

石西礁湖自然再生協議会では以下のことを行います。 

   ① 石西礁湖自然再生全体構想の作成 

   ② 石西礁湖自然再生事業の実施者による実施計画の案に関する協議 

   ③ 石西礁湖自然再生事業の実施に係る連絡調整 

   ④ その他必要な事項の協議 

 

 

協議会は、協議会の設立趣旨に賛同し、石西礁湖自然再生事業またはこれに関連する活動に

継続して参加していく個人、団体・法人により構成されます。 

自然再生は、取組を行う一人ひとりが主役です。 

石西礁湖の自然再生に向けて、それぞれが自主的かつ積極的に取り組んでいきましょう。 

 

 

協議会は、石西礁湖自然再生事業の全体的な方向性を示す全体構想を作成するほかは、原則

として、協議・連絡調整を行う場であり、連絡調整しながら連携を図っていこうというものです。 

具体的な個別事項についての検討は、必要に応じて、別途、部会等の少人数の会合を設ける

場合もあります。 

 

 

・「石西礁湖自然再生」とは、石垣島と西表島の間に広がる石西礁湖だけでなく、石垣島・西表島

周辺海域のサンゴ礁、干潟、マングローブなどの関連する生態系も対象に、陸域での取組とも連

携し、保全や再生、維持管理を含む自然再生の幅広い取組を進め、かつて見られた豊かなサンゴ

礁の姿を取り戻すことを目的として行うものです。 

 

 

協議会は、石西礁湖自然再生に関して自主的に取り組む人を支えていくための仕組みです。

協議会では、石西礁湖の保全や再生、維持管理にかかわる個々の活動について情報発信をし

たり、参加者を募ったりするなど、石西礁湖自然再生の全体的な方向性の下に地域全体の取

組へと展開していくことも可能です。 

１．法に基づく協議会 

２．一人ひとりが主役 

３．協議会は多くの主体が協議・連絡調整を行う場 

４．石西礁湖におけるサンゴ礁生態系の保全・再生につながる事業や活動を対象 

５．協議会での協議を通じて、個別の事業や活動が地域全体の取り組みになっていく 
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テーマ毎の部会 

石西礁湖自然再生全体構想 

（協議会が作成） 

 

自然再生事業実施計画案の協議 

（協議会では実施者が作成した案について協議） 

関連する活動の実施にかかる連絡調整 

（それぞれの活動の実施者が提出） 

 

○○部会 

○○部会 

○○部会 

・
・
・ 

テーマ毎に 

専門的事項を協議 

自然再生専門家会議 

自然再生事業実施計画の策定 

（それぞれの実施者が策定） 

自然再生事業の実施 

（実施者による事業と関連する活動の実施） 

主務大臣・都道府県知事 

 
助言 

送付 

意見 

全体構想作成作業グループ 

モニタリングの実施・評価 

結果を事業へ反映 

＜石西礁湖自然再生協議会（平成 18 年 2 月設置）＞ 

 

自然再生事業 

実施者 
地域住民・ＮＰＯ・専門家等 

 

関係行政機関 

 

関係地方公共団体 
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 第１回～第５回までの協議会では、石西礁湖のサンゴ礁生態系を再生するため、石西礁湖の現状を整

理し、自然再生の対象となる区域や目標、基本的考え方をまとめた「石西礁湖自然再生全体構想」を策

定するための議論を行い、第６回以降の協議会では、全体構想の実現に向けた議論を行っています。 
 
●第１回協議会（平成 18 年２月 27 日） 

・石西礁湖自然再生協議会発足 

・「石西礁湖自然再生の目指すもの」（あなたにとっての石西礁湖像）、「そのために最も重要と考

えること」（具体的な対策）について、意見交換を行いました。 

 

●第２回協議会（平成 18 年８月４日） 

・「保全管理の強化」、「持続可能な利用」、「サンゴ礁の修復とサンゴ礁域の生態系再生」、「普及啓

発」、「調査研究」の各グループに分かれてグループディスカッションを行いました。 

 

●第３回協議会（平成 18 年 11 月 17 日） 

・これまでの議論の結果を踏まえて作成された全体構想の素案の内容について議論を行いました。 

 

●第４回協議会（平成 19 年３月１日） 

・具体的に石西礁湖自然再生において実施すべき取組と、その役割分担についてグループディス

カッションを行いました。 

 

●第５回協議会（平成 19 年７月５日） 

・石西礁湖自然再生のキャッチコピー「島人の宝 豊かな海を守る」を選定し、全体構想の最終

的な検討を行いました。 

 

●石西礁湖自然再生全体構想完成（平成 19 年９月） 

・全体構想が完成し、石垣島の国立公園編入と併せて 11 月に記念シンポジウムを開催しました。 

シンポジウムでは、全体構想の紹介、サンゴ礁の保全に関するパネルディスカッションの

ほか、さかなクン、♪鳥くん、琉球サンゴくんにも登場してもらい、石西礁湖を利用する様々

な生物についてのトークショーなどを行いました。 

 

●第６回協議会（平成 19 年 12 月 15 日） 

・シンポジウムの開催報告 

・生活・利用に関する検討部会の活動報告 

・夏の大規模白化の報告 

・全体構想の実現に向け、「陸域対策」、「普及啓発」、「資金メカニズム」の各グループに分かれて

グループディスカッションを行いました。 

 

●第７回協議会（平成 20 年３月 22 日） 

・環境省が実施する自然再生実施計画の素案を紹介 

・前回に引き続き、陸域対策」、「普及啓発」、「資金メカニズム」の各グループに分かれてグルー

プディスカッションを行いました。 
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石西礁湖自然再生協議会 第２期委員募集時の意見等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 左のグラフは、協議会応募者の「所属」と委員募集時の質問

事項である「石西礁湖自然再生全体構想における今後展開すべ

き取組のうち、関心のあるまたは取り組んでいただける項目」

の集計結果です。 

 

 今期（第２期）は、合計 73の個人、団体等から応募がありま

した（協議会の構成割合は、昨期とほぼ同様です）。 

 

 「今後展開すべき取組のうち、関心のあるまたは取り組んで

いただける項目」については、「攪乱要因の除去」や「意識の向

上・広報啓発」を中心に、各項目とも概ね均等な結果となりま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 左のグラフは、応募者の所属別に「関心のあるまたは取り組

んでいただける項目」を集計した結果です。 

 

 個人、団体・法人では、主に「攪乱要因の除去」や「意識の

向上・広報啓発」に、地方公共団体・国の機関では、主に「攪

乱要因の除去」に高い関心あるいは取り組んでいきたいという

傾向がみられました。 

 

 これらの具体的な内容については、次ページ以降を参照して

ください。 

 

 

個人
26

(36%)

団体・法人
22

(30%)

地方公共団
体

21

(29%)

国の機関
4

(5%)

攪乱要因の
除去

61

(30%)

良好な環境
創成

32

(15%)

持続可能な
利用

23

(11%)

意識の向
上・広報啓

発

47

(22%)

調査研究・
モニタリン

グ

28

(13%)

活動の継続
20

(9%)

＜関心のある項目または取り組んでいただける項目＞ ＜応募者の所属＞ 

＜団体・法人＞ ＜地方公共団体・国の機関＞ ＜個人＞ 

n=73 

n=82,複数回答 n=22,複数回答 

n=211,複数回答 

n=88,複数回答 

活動の継続
9

(10%)

調査研究・
モニタリン

グ

13

(15%)

意識の向
上・広報啓

発

21

(24%) 持続可能な
利用

9

(10%)

良好な環境
創成

12

(14%)

攪乱要因の
除去

24

(27%)

活動の継続
10

(12%)

調査研究・
モニタリン

グ

12

(15%)

意識の向
上・広報啓

発

19

(23%)

持続可能な
利用

8

(10%)

良好な環境
創成

15

(18%)

攪乱要因の
除去

18

(22%)

活動の継続
1

(2%)

調査研究・
モニタリン

グ

3

(7%)

意識の向
上・広報啓

発

7

(17%)

持続可能な
利用

6

(15%)
良好な環境

創成

5

(12%)

攪乱要因の
除去

19

(47%)
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区分 活動内容 思い 

個人 

  全体構想が完成し、これからいよいよ様々な課題に対し、具体的なアプ

ロ－チに取り組むという、困難を伴う大変重要な段階に差し掛かってきま

した。この局面をどのように乗り越えていくかという挑戦に、大きな期待を

しています。他地方での活動にどのように参考に出来るか、学べることを

期待するとともに、自身でも何かできることがあれば、ぜひ参加したいと

思っています。（なお、ご連絡は紙の無駄をなくすために電子メールで

十分だと思います） 

 

個人 
漁協が進める水産資源管理への支援 

 

  

個人 

  曲りなりにも全体構成ができたという段階だと思います。引き続き具体的

取り組みを検討したいと思います。 

 

個人 

  年々悪化しつつあるサンゴの生育環境に追い討ちをかけるように起こっ

た昨年の白化現象であるが、かつて（1998 年）の大規模な白化から昨年

に至る回復の様子が果たして今後も同じように期待できるだろうか。この

石西礁湖自然再生の協議を通じて構築された様々な施策が着実に実

行され、一刻も早く成果が現れるようにと願うばかりである。 

 

 以下のページ以降、「石西礁湖自然再生全体構想に記載されている今後展開すべき項目のうち、活動しようとお考えの具体的な内容または既に活動さ

ている内容」（以下、活動内容）と「石西礁湖の自然再生に対する思い」（以下、思い）を記載しました。 
 なお、委員募集時の質問事項に回答いただいた方々のコメントを記載させて頂きました。 
 
 活動内容は、サンゴ礁再生に係る調査・研究や、サンゴ礁の保全啓発活動、各種ルールづくりによる普及啓発、スノーケリングなどを通じた環境学

習、赤土対策の検討など、幅広い分野で今後活動したい、または既に活動さている状況にあります。 
 また、石西礁湖の自然再生に対しては、できることがあれば積極的に参加したい、地域の人々や訪れる人々と自然との関わり（特に子供）を実現し、

豊かな自然環境、文化を継承していきたいという思いがみられます。 


